























































































































図 3に､外部磁場 を試料の結晶軸 b'に平
行な方向か ら回転 させていったときにおける､
175●での共鳴吸収線形 を示 す｡ 上 が ア ニ
ール前､下 がアニ ール後 の も の で あ る ｡ も し ､
アニ ールに よってエ チ レ ン 基 が A の み に 配 向
したとすれi乱 B - s i t e か ら の 寄 与 が す
べてA-siちeか ら の 寄 与 に 加 算 き れ る こ
とになる｡つまり､アニ ー ル 後 の 吸 収 線 形 は
アニール前に比べ､外側のピ ー ク が 下 が り 内





































鈴 木 俊 之
1.は じめ に
固休表 面 に電 子 線 を照射 す る と. 表 面 に吸着 した 分子. 原 子 が電 子 的励 起 過 程
とその後の脱 励起 過 程 を経 て脱 離 す る現 象 【 電 子励 起 脱 離 ( ESD:ElecLron-
StimulatedDesorpt.ion)〕が観察 さh る. 昭 子 励 起 脱 離 は様 々な吸 着物 一下地
の系 にお いて 研 究 され. そ の脱離 機構 は徐 々に解 明 され つつ あ り. 同時 に新 しい
表 面分析 手段 と して そ の利 用が研 究 され て いる 卜4).本 研究 は タ ングス テ ン結 晶
表 面上 の水素. 酸 素 を対 象 として この 系 の電 子 励 起 脱 離 の機 構 を解 明 し. 特 に固
体表 面上 に存 在 す る水 素 の 分析 手段 と して確立 しよ う とい う もの であ る.
金属表面 上 よ り脱 離 した イオ ンの運 動 エ ネル ギー 分布 に関 す る研究 結 果 の報 告
は まだ少 な く. これ か らの 研究 課 題 と して注 目 され てい る. 特 に照 射電 子 エ ネ ル
ギーが低 い ときの脱 離 粒 子 の運 動 エ ネ ル ギー分 布 の 測定 は. 現 在 まで に提 案 され
て い る脱 離 モ デル の確 認 や 脱離 に関与 す る電子 軌 道 の解 明 な どに有 効 と考 え られ
て いる･ 本研 究 で は残 留 ガ スが吸 著 した タング ス テ ンな らび に タ ン タル板 か ら脱
離 す る. 水素 お よ び酸 素 イ オ ンの運 動 エ ネル ギー 分 布 を 測定 した.
2.実験 装 置
試 料 に は タ ング ス テ ン単 結 晶 日00)お よび 試験 的 に 多結 晶 タ ン タル板 を 用 い た.
ESDに よ り脱 離 す る イオ ンは下地 の表 面 清浄度 に 大 きな影 響 を うけ る と思 わ れ る.
そ の ため表 面 清 浄 化 が大 きな課 紐 とな る. 清浄 表面 を作 るに は試 料 を2500 K 以 上
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